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雛懇準篭凝蕊塞
蕊蕊妻篭蕊蕊溌
県えじ毛調＼代トりた目リ閣に夫ハろに女取

いせ件‘京言雁蕊湘匡態§R蕊
扉窯↑撰舗篭憲訟蝿議
余篤聾篭堂令鴬亜i雰箭束言を君荏を爵墜の
45被体計。聴障▽代言禁年11どつ的えるき団
件害験2覚害視で恵止の日差と嫌る女に体
をにが2障10覚、ｰ法通に別いが31'性くが
挙つ寄7害人障肢

；んl産れスげ■主な回答
§だテ婦医てでた

驚騨縄鰹瀧耀裟農篭躍喜
なかった(30代、肢体不自由)i害め内は渉ひ

ﾀｸｼー 運転手が｢目が見えなくてかわい；豊皇曹牒息農
そう。女にしてやりてえ」といい、モーテ：るうので要ケ
ルに連れ込もうとした(50代、視覚障害)女頼力、さ1
．一人で営業するしんきゆう院で、初めて来：なト別たいか↓住

蕊蕊謝る癒り今熊篭鱈､撫潔:霊
智鴛惑執濃懸礁霊鰐豊露
婚を断られたと間いた（50代、知的障害）：活に害巡言か夕

'0代だった頃不妊手術を受けさせられた｡鴇；甫皇現息多
子供を産めないことが原因で離婚し、再婚i

簿篭礁凝議蕊諾
たれ｣と言われた（30代､聴覚障害）咽一’ら￥て
出産した健常者の同僚は正職員で職場復帰;典へジせいも
したのに、自分はパートにされた i庫森にるる大

（40代、視覚障害・難病):県崎。切

待ツ害社差現か講はは者たた森年をし,往日
しセの会別実ら森演お、らこ後崎11求て交本勤
て1実全禁に受崎もかこにと、さ月め男渉の務
いジ態体止はけさししそ支もりん、、‘性を上し
るにをに法あやんていこえあス･逆大ら強司て
･な知こがるすはい砦そらるト被転阪に要のい
るらうでoい司ると生れが力書勝高損さ男た
些せしき障差女○実き、、ツを訴裁害れ′性J
とるたれ害別'住名る今支卜受しで賠たかR

m*被ば者がだでので援しけた昨償とら西
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